
福岡県
Fukuoka Prefecture

石油
４０.１％

原子力
１１.３％

天然ガス
１９.２％

石炭
２２.５％

新エネルギー等 ３.７％

水力
３.２％

電力 １６.４％

転換ロス
３１.５％

熱等 ３.１％

都市ガス
６.９％

石炭製品
７.９％

石油製品
ＬＰガス
３４.１％
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国内の
一次エネルギー供給

（平成２２年度）

（変動要因）
・エネルギーベストミッ
クスにおける原子力
発電の位置付け

（変動要因）

・化石燃料の価格動向
・地球温暖化問題
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福岡県地域エネルギー政策研究会における論点整理ペーパー（案）

〔論点１〕 県内のエネルギー需要は、将来どのように変化していくのか

〔論点２〕 県内のエネルギー需要を、将来どのようなエネルギー源で賄っていくのか

（変動要因）
・産業構造
・製品生産額
・エネルギー消費原単位

（変動要因）
・燃費の向上
・次世代自動車の普及動向

（変動要因）
・人口，世帯数
・エネルギー消費原単位

（変動要因）
・業務用の延べ床面積
・エネルギー消費原単位

民生用(家庭)

民生用(業務他)

産業部門

県内におけるエネルギー消費 （電力・熱配分後）

２０×× ２０××

（変動要因）

・発電効率等の向上

・分散型電源の普及

国内の
最終エネルギー消費形態

（平成２２年度）

（変動要因）
・再生可能エネルギー
の普及動向

※固定価格買取制度
※コスト
※系統連系の円滑化 等

資料５－３


